
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 1017回(11月 18日)例会の記録 
        

    
 
点 鐘     稲見 淳会長  
合 唱     我らの生業 
第２副 SAA   若松君 吉川君 
ビジター    田口伸一様（狭山 RC） 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
４０名 ２９名 72.00％ 84.21％ 

 

  副会長の時間          
                坂本副会長 

皆さんこんにちは 
今日は 11月 18日ですが、
今年の立冬は 11月 7日に迎
えましたが、ここ２・３日の

天気予報を聞いていますと、

北海道や東北地方では雪の

便りが聞こえてきますが、

JR 東海の｢そうだ京都へ行
こう」のコマーシャルの中にあるように、この時

期は京都の紅葉を始め、関東以西の平野部では、

まさに晩秋を迎えておりますが、皆様方もご承知

の通り、日本では四季がありまして、春夏秋冬の

中では、私は秋が一番好きな季節であります。何

となく風情や情緒があり、また秋にちなんだ言葉

が沢山あります。例えば、食欲の秋、読書の秋、

実りの秋、味覚の秋、天高く馬肥える秋等々、沢

山の言葉がありますが、私は秋の夜長をプロ野球

のテレビ中継での観戦で堪能致しました。 
日本のプロ野球は、今年で創立 80周年の節目の
年を向え、2 月 1 日のキャンプイン、そして 3 月
下旬から始まったリーグ戦、クライマックスシリ

ーズ、最後に日本シリーズで 日本一になったソ

フトバンクを率いる秋山監督が、優勝インタビュ

ーの中でペナントレースも、クライマックスシリ

ーズ、そして日本シリーズも 今年のヤフオクド

ーム全ての最終戦に勝利しての日本一は本当に嬉

しいと言っておりました。その日本一を成し遂げ

た秋山監督は、プロ野球界で最も名誉ある賞「正

力松太郎賞」を受賞なされ、 6 年間の監督生活
に優秀の美を飾って引退されました。 
我々のロータリー活動に目を向けてみますと、

10月 7日、当クラブのゴルフコンペが吉川ゴルフ
委員長の下、霞ヶ関カンツリークラブで秋晴れの

絶好のコンディションの中で開催され、中谷会員

が ベスグロ優勝を飾られ、夜は東親睦委員長の

下、「秋色の芸を楽しむ夕べ」と題し、みんきちの

会よる民謡と三味線、ベリー工房の二人によるベ

リーダンスとの異色の組み合わせによる秋の夜の

楽しい夜間例会が行われました。 
10 月 18 日の土曜日は、例会振替で毎年恒例の
医療法人尚寿会が開催する 地域交流フリーマー

ケットに、益子社会奉仕委員長が担当する委員会

と、栗原(成)公共イメージ委員長が、ロータリーデ
ーとして、秋空の下木々の合間から木漏れ日のあ

るフリーマーケットに相応しい 環境の中で、会

員が持ち寄った品物、そして女性会員が作り上げ

た豚汁等の販売が行われ、多くの  会員の出席

とご協力のお陰で、20万円という多くの売り上げ
を得ることが出来ました。 

10 月 21 日の例会は、我が狭山中央ＲＣから選
出しております、国際ロータリー第 2570地区第 3
グループの沼崎ガバナー補佐の公式訪問が行われ

ました。 
10 月 28 日の例会は、ロータリークラブ事業の
中でも 重要視されております、ガバナー公式訪

問が行われ、午前１０時頃には入会３年未満の

方々も会場に 集合され、坂本元彦ガバナーとの

懇談会、その後昼食を挟み記念写真、そして通常

例会、クラブ協議会では「会員増強について」の

討論会が行われ、寳積会員増強委員長の的頂いた

私も感銘を致しました。我々全会員が一致団結し

て行ったガバナー訪問も、成功裏のうちに終了す

ることが出来ました。ご協力ありがとうございま

した。 
11月 4日の外来卓話では、若松パスト会長のご
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紹介で、35代木村庄之助・内田順一様による、大
相撲に対して我々の知らない部分も色々とお話を

聞くことが出来て非常に良かったと思いました。 
先週 11日の例会では、小林会員の 3分間スピー

チ、吉澤会員・園部会員のイニシエーション･スピ

ーチも人柄や事業の内容を知ることが出来き、あ

りがとうございました。 
稲見年度上期の例会も来週 25日と、12月 2日
の 2回は通常例会で、12月 9日は 12月 7日に例
会振替で行われます地区大会であり、今年最後の

例会は、前週からご案内しております掬水亭での 

年忘れ家族同伴夜間例会となっております。 
稲見会長年度も会員皆様のご協力を頂きながら、

年度計画書の稲見会長就任所感の中で、我々狭山

中央RCは創立22年目を向え、正に成熟期であり、
例会の重要性を充分認識し、お互いが切磋琢磨し

て自己研鑽に励む修練の場でもあり、会長の時間、

議事、各委員会報告、3 分間スピーチを含めた卓
話の一つ一つが「ロータリー運動の質を高め感銘

を与え 出席の意義が満たされる例会を目指す」

と述べられ、一生懸命に取り組んでおられますの

で、更に、皆様方からご意見、ご指導を頂きなが

ら、残る 7 ヶ月余りの運営に生かしていきたいと
思っております、私も執行部の一員として努力を

して参りますので、稲見会長の方針にご協力を頂

けますようにお願いを致します。 
 

  幹事報告                江原幹事 
 
・地区大会２日目（１２月７日）点鐘の変更につ

いて 
・2013～2014年度地区補助金収支報告について 
１．例会変更 入間南 RC 所沢 RC  
２．受贈会報 入間 RC 所沢西 RC 
３．回覧物 コーディネーターニュース１２月号 
      ハイライト米山１７６号 
      尚寿会広報誌第９４号 
 
 
    《 会員 3分間スピーチ 》 
              益子伸明会員 
改めましてこんにちは、益

子伸明です。 
本日は３分間スピーチとい

うことで、簡単に自分の過去、

現在、未来を話させていただ

きます。 
私がこの狭山中央ロータリ

ークラブに入会することになったのは、そもそも

義理の父の会社、大同技研を継ぐことになったか

らです。６年前の２００８年９月に引継ぎのため

に入社しました。それまで私は友人と興した会社

で主にＮＴＴドコモの携帯電話のプロモーション

イベントやホームページ制作の仕事をしていまし

た。現在はとても硬い仕事の電機機器の設計・組

み立て、いわゆる製造業をしていますが、それま

ではまるっきり逆のイベントコンパニオンやモデ

ルなどとてもやわらかい、ゆるいイメージの仕事

に就いていました。実際には半年間休み無しとか、

連日の徹夜やタクシーでの深夜帰宅など時間的に

はとてもキツイ仕事でした。 
そんな私が継ごうと思ったきっかけは、父が会

社を興したのが５５歳で、当時会社が２５期でし

たので、父の年齢が８０歳になってしまう、とい

うことでした。男性の平均寿命がまだ８０歳を越

えていませんので、変な話、いつどうなってもお

かしくない状態でした。実際には寿命と余命では

大分開きがあるようで、現在でも少し耳が遠くな

ってはいますが、とても元気で８５歳とは思えな

い、カクシャクとした老人です。 
そういう状況のなかで、かなり短時間で引継ぎを

行ったため、私自身もそうですが、社員の皆もし

ばらくは違和感があったと記憶しています。 
また、ちょうどリーマンショックが起きて、日本

中が不景気になった時期も重なったので経営自体

にも不安を感じていました。ただ、創業からの社

員やベテラン社員のおかげでなんとか今日までや

ってくることが出来ました。 
現在は営業、設計、製造、資材と部門を独立さ

せ自覚をもって仕事に取り組んでもらっているの

で、私のすることははっきり言って、決裁のハン

と帳簿の確認ぐらいなものでほとんどありません。

あとはクレームや不具合が起きたときに頭を下げ

にいくぐらいです。 
今後の目標としては、会社をいかに長く存続させ

るかということです、今年で引き継いで６年、会

社は３１期を迎え、会社３０年説の真っ只中にい

ます。残念ながら私には子供がいないので、私の

次の経営者を探すことがこれからの最大の仕事と

思っています。 
 
                

  委員会報告    
 
R情報・雑誌          浜野委員 
【横組】 
p.36の「パブリックスピーキング」ということで、
プレゼンの仕方を書いてある項目がございます。

皆様にも関係がある事かと思いまして、この記事

を選びました。 
まず、最初にコンセプトをまとめて話の枠組み

をしっかり決めることと書いてありまして、p.38
の右上の方には、これが一番良いと思ったのです

が、壇上ですべき最も重要な動作はアイコンタク

トということだそうです。観客の中から親しみや

すい人を 5~6人選んでおいて、スピーチの中で彼
らの目を見るようにするそうです。 
「アイコンタクトはあなたの講演を最高のものと



する最強の武器となるでしょう」と書いてありま

すので、皆さん是非これからはアイコンタクトを

されると良いのではないかと思いました。 
【縦組】 
p.17「友愛の広場」の中にある「My Road to 
Rotary」、丸岡さんという脳神経外科医の方が書か
れたものですが、ロータリー歴が 17年になるそう
です。入った当初、ロータリーとはということで、

そのような話に辟易して出席率は 30%未満だった
そうですが、その後講演会でロータリーは社交ク

ラブであるとさらっと言われ、その時から出席率

が 100%を続けているそうです。 
この会でも沢山の会員の方がはいられましたの

で、この言葉がとても良いのではないかと思った

のですが、「友に会って、一緒に飯を食う」、これ

がロータリーの原点であると、この方はおっしゃ

っています。私もとても共感致しました。 
今会員増強や寄付の事を凄く言われるのだけれど

も、これはロータリーの創始者、ポール・ハリス

が望んでいたクラブの姿なのであろうかと疑問を

呈しております。この間のガバナー訪問で坂本ガ

バナーも仰っておりましたが、この辺の所も読む

と面白いと思い、ご紹介させて頂きました。 
 
 
「パスト会長の卓話」・・・・・・ 

柴田譲パスト会長 
6 月に 3 回目のモンゴル
に行って参りましたが、6
ヶ月も経ってしまい少し忘

れてしまっているのですが、

当時の資料を出しながら何

とかまとめてみたというこ

とが、今日臨む上での苦労

話です。 
モンゴルの干ばつ防止植樹事業そのものよりも、

それまでの歩みを重点的にお話させて頂きたいと

いうことが、私の気持ちでございます。 
2009年4月にジグジットタミラ君を米山奨学記
念事業の中での奨学生として、私どもがたまたま

縁あって迎えることになりました。その時の会長

さんが栗原成実会長さんで、確か 5月頃に 2年間
だけれどもカウンセラーをやって欲しいと、私に

要請がありました。それが縁でタミラ君と一緒に

やることになったのですが、当初私はタミラ君の

お父さんが、駐日特命全権大使だとは知らず、職

員だと理解しておりました。たまたまこのような

関係が後で分り、一度卓話をして頂こうかという

話から、渋谷にあります大使館に、最初は私だけ

で行きました。 
お会いした当時 50歳で、非常に精悍な顔をして
おられましてモンゴルをこれから背負っていくの

だという強い思いを感じました。だから今、全権

大使でおられるのだと感じたことが、今のように

記憶に鮮明に残っております。 

・・・少し読ませて頂きます・・・ 
「皆さんこんにちは。初めまして。ジグジット

タミラと申します。ジグジットが父の名前ですの

で、タミラとお呼び下さい。大東文化大学法学部

3 年生です。この奨学生に選んで頂いて、本当に
有り難く思っております。カウンセラーの柴田さ

ん、2 年間宜しくお願い致します。私は父の仕事
の関係から、小学 3 年生から日本に住んでおりま
すので、言葉においてはもうモンゴル人ではない

と、よく言われております。外国人学生として扱

われるのは不自然かも知れません。2 年間宜しく
お願い致します。」等々と書かれております。 

2009年（平成 21年）に入って、今度は小幡年
度となりました。小幡会長さんにも快くこの方向

で対応して頂きまして、この場をお借りして感謝

したいと思います。ありがとうございました。彼

も翌々年にモンゴルに行くときは、一緒になって

現地に行った一人で、非常に有り難く思っており

ます。 
沼崎年度になって、再度モンゴル大使館へ行き、

ジグジットさんにもう一度卓話をお願い致しまし

た。そのような経緯がある中で、沼崎年度の 3 月
にタミラ君の送別会を行いました。この時に印象

に残っているのは、タミラ君も涙を流しておりま

したが、嬉しかったのは当時 30数名の会員総数で
したが、残念ながら一人だけ仕事でこられません

でしたが、ほぼ全員集まってくれたことです。な

ぜこうなったかと思いますと、やはりタミラ君の

人柄だと思います。誠実で、前向きで、僕らとの

関係を非常に良くして頂いたということが記憶に

残っております。 
平成 23年 4月栗原年度さんの時に、植樹事業を

する上で色々弊害が在りまして、22 年度 11 月に
栗原さんと稲見さんと私で大使館に行って参りま

した。そこで植樹事業をどのように展開して行き

たいかという意見交換をした時に、このような 5
項目の話がでました。 
1.植樹事業は単年度では無理で、複数年必要だと
いうこと。 

2.行う時期は 4~5月が適切であるということ。 
3.植樹の種類は、現地の人も考えなければならな
いと思うが、ポプラが良いということ。 

4.クラブの訪問時期は 4~8 月を当初は目指すとい
うこと。 

5.本計画は数年にまたがる為、モンゴル側の受け
入れ期間が必要だということ。 
ジグジットさんが、フォレスタ NGO を紹介して
くれ、このフォレスタ NGO に頼んで事を進めよ
うという話になりました。そして 23年 2月にクラ
ブ国内奉仕委員会にて具体化の打ち合わせをして

きました。 
古谷年度の後半、平成 23年 2月に 2570地区の
財団セミナーがありました。その時に、私どもロ

ータリー財団に寄付をしておりますが、3 年後に
半分返ってきますので、それを活用した方が良い



と言われまして、それがマッチング・グラントと

いう補助金の制度だったのです。それに精通され

ておりました、元日本事務局財団室の職員で片岡

暎子さんという女性がおりまして、申請の仕方に

ついて非常によく教えて頂く経緯がございました。

約 1 年かかったのですが、平成 24 年 7 月にモン
ゴルに行き植樹を実施したのですが、これは単年

度事業で事を進めております。 
この年度の 6月 24日に、次期会長の方、フレロ

ータリークラブの会長さん、現年度の我々の関係

するセクションに呼ばれたナラさんという方、こ

の方とお会いしたのですが、この時に私共は既に、

この 3 週間くらい前に申請書のコピーを送ってお
りました。フレロータリークラブは既にマッチン

ググランドを経験しており詳しいので、私どもの

申請書を見た時に、実施国と援助国の 2 つ、私ど
もは援助国、彼らが実施国となるのですが、最終

報告書は実施国で出した方が良いと指摘をされま

した。なぜそのような指摘をと言いますと、援助

国の方が報告書を出すとしていたのです。それで

慌てて、戻ってからまた 3 ヶ月位かけて、当時井
関さんという方が日本支局にいらしたのですが、

お願いして、変更して頂きました。それが 24年の
10月頃だと記憶しております。 
遡る事この年の 5 月に申請書を出しました。出し
た時に、この時は当年度の会長である稲見さんに

大変お世話になったのですが、16,000ドル位当初
あったものが、内容のすり合わせ等で、10,000ち
ょっとの費用になるだろうということで、申請致

しました。 
 3 回目の訪問は、前年度の栗原憲司会長及び宮
野ふさ子幹事、他 4名の 6名で行きました。 
実施しているところ

はこの一角です。 
4 月 7 日にドクトル
さんから、10,685 ド
ルお金がおりました

とメールを頂きまし

た。2570地区から半
分出て、ロータリー財団から半分出て、フレロー

タリークラブから 100ドルというこのような仕組
みです。それで 10,700ドル弱のお金が入ったとい
う報告があり、やれやれと思いました。そして 6
月に訪問することになりましたが、その 6 月の訪
問にはタミラ君がいてくれたのです。それまで 2
年間は、彼は就職先で新入社員のため訓練されて

おり、来ることができませんでした。しかし今年

は大丈夫だということで、3 泊 5 日ずっと最後ま
でついてきてくれました。 
これが今度の新しいお

金が入ったことで買い

求めた機材です。 
 14日に簡単な報告集
会を行い、15日の夜は
ジグジットさんを囲ん

で食事会をおこないました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
報告集会の席で、NGOの方から三年間の計画書の
内容について、説明して頂きました。沼崎さんに

メモを書いて頂いた内容は次の通りです 
 
1.フォレスタ NGO代表説明 

3 年間のプロジェクトの現時点での中間報告と
最終目的について説明する。学生を教育し砂漠化

防止を目的としており、最終目的は 3 点ある。第
一は以前山火事で焼失した山林の再生（現在の対

象地区）、第二は植林の研究所として苗木の生産に

関する学術的実践的な基地とする。森林の名前を

「ホリモクの森」（混合材の森の意）とし、果樹、

街路樹、薬になる木を対象に含めている。寒冷地

の植樹に関する教授たちの研究施設と同時に学生

が本当の植林活動に接する（実習する）場として

いる。この第三の目標として、既に 100名程の学
生が昆虫採集を行い、これらの植樹に及ぼす影響

を調べ、さらに狭山中央 RC が植樹した苗木を移
植し、成長を促している。 
 大学からはインフラに関する資金は出るが、道

具類には出ず、これらが不足している。そのため

に RC の援助は助かっている。新しい道具（スコ
ップ、ジョロ、水タンク、手押し車など）の調達

や現地への運搬は困難であったが、非常に役立っ

ている。狭山中央 RC、フレ RCに加え RIの援助
には感謝している。大学教授たちはこの計画書作

成に重要な役割を果たした。2014~2016年の 3年
間のドル資金は2013年のレートで計算した。2014
年計画の 80%は終了し成果を上げている。5 項目
のうち 4項目、1つ目は機材の調達、2つ目は 350
本の苗木の調達と植樹、3つ目は中間発表の作成、
4 つ目は調達機材の現地への搬入。未完成の 5 つ
目は最終報告の作成で 2014 年 10 月に仕上げる。
中間発表はフレ RCのドルゴリ先生担当。 
 2014年 3月に先方よりお金が届いた。内訳は狭
山中央 RC（2570地区）より 5324＄、RIより 5275
＄、フレ RCより 100＄、合計 10699＄。フレ RC
は約 4000＄余を使い 6452＄が残。次年度、さら
にその次に機材等の購入に使用するため残してい

る。領収証と日本語訳も添付している。2015年に
使う予定リストも同じく添付。15 年 16 年は足り
るでしょう。モンゴル語、日本語で書いてある報

告書と計画書を用意した。（栗原会長に手渡す。） 



※ 次の例会 第 2副 SAA 有山君 東君 
１２月２日(火)  12：30～13：30 
クラブ協議会（年次総会） 

                 

 消耗品費から 300＄で冊子を作った。学生、専
門家、学者に対するもので、木の種類、植樹の方

法、その育て方の解説書でモンゴルでは数少ない

内容。 
RIへの最終報告書はフレロータリーが行う。 
モンゴルの若者のために木を有難う。中間報告や

最終報告をRIに送る前に狭山中央RCにメールで
送る。もし最終的に残金が出る場合、返金するこ

とになるので、使途について今後相談する。 
 
2.フレロータリークラブ会長 
 フレRCは過去に於いてRIと植樹プロジェクト
の経験が有る。2004~2008年の間に 5か所で植樹
した。南部ゴビ砂漠での砂漠化防止を目的とした

が 2カ所はだめ。3カ所は OK。調査した結果専門
家がいない所はだめ。何所に植えるのが良いか、

どの木が良いか無知。今回は専門家が居り安心。

全く以前とは異なる。フレ RC は口出しするのは
専門家でないのでどうかと思うけれども、柵がし

っかりできていればもっと良いと思う。 
フジリンゴは素晴らしく美味しいから期待。フレ

RCの現役員は 6月 28日に本年度最終例会を行う
が、次の役員にバトンタッチしてもその後も継続

して努力する。 
 
3.確認（柴田会員） 
 最初の 2012~2013年の 2年間はマッチング・グ
ラントが進まず、狭山中央 RC 単独で援助を行っ
たが、2014年、フレ RCとの間でマッチング・グ
ラントが進み RI からの資金が加わり正式なプロ
ジェクトが発足した。国立の農業大学の教授先生

方は公務員である。しかるにこのプロジェクトで

働いて頂くことは、モンゴルの法律で許容されて

いることで有るか心配であり、確認したい。 
⇒全く心配ない。教授たちはモンゴルの法律に従

っており、違反するようなことは無い。 
以上、私からの報告はこちらで終了となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
                    
 
     
 
田口伸一様（狭山 RC）  狭山中央 RCの皆様に

は大変お世話になりありがとうございま

す。本日はメークアップに参りました。

宜しくお願い致します。 
稲見君 坂本副会長の時間宜しくお願い致します。 
    益子会員、３分間スピーチ楽しみです。 
    柴田パスト会長モンゴルの事業の話、宜

しくお願い致します。 
江原君 本日はパスト会長の時間で柴田パスト会

長、会長の時間での坂本副会長、３分間

スピーチでの益子副 SAA、皆様のお話楽
しみにしております。何卒よろしくお願

い致します。また、狭山 RC の田口さん
ようこそおいで下さいました。 

浜野君 前回欠席して申し訳ありませんでした。 
寳積君 11/29、尚寿会、学術集会にご参加下さい。 
守屋君 先日、精神保健関係のことで厚生労働大

臣の表彰を受けました、有難いことです。 
    冥土の土産が一つ出来ました。柴田さん

の卓話楽しみにしています。 
坂本君 今日は会長の時間を代行させて頂きます。 
    ３分間スピーチの益子会員、パスト会長

の卓話、柴田様よろしくお願い致します。 
    狭山 RC の田口様ようこそお越し下さい

ました。 
吉川君 前回お休み致しました、申し訳ございま

せん。 
  
 
 
 

2014～201５年度 
ニコニコ累計額 1,555,000円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

  
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


